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     昭和 30 年卒 森田 和之 

 

 長薬同窓会東京支部の会報第１号は、昭和 49年 10 月１日に発行されているが、当時

の長薬同窓会長 高取治輔先生（大正 14 卒）の『回顧 50 年 京浜同窓会発足の事ども』

から在京同窓会発足を辿ってみると、先生が、刈米達夫先生の教えを仰ぐため東京衛生

試験所薬用植物栽培試験部に見習技生として奉職された大正 14 年の歳末に、神田の割

烹「今文」（夏目漱石、森鴎外らも訪れていた）に、永沢改作氏（明治 42）、麻生英俊

氏（大正 3）、大島亀三郎氏（大正 7）のお世話で初めて京浜同窓会が催される事になっ

た。長薬の草分けである明治 27 年第５高等中学校医学部薬学科第１回卒の松本次吉氏

（三共品川工場長）を始め大正 13 年卒までの大先輩 18 名に、高取先生ら大正 14 年新

卒の 6 名を加えた 24 名が集った。そうそうたる大先輩から、歓迎と激励の言葉で迎え

られ、「長い伝統に活きる母校の名誉の為と若い心を躍らせた夕べでした｡」と、生きた

母校の歴史を見るようなこの時の感激を記されています。 

 

 森田が東京支部会に参加したのは昭和 51 年からで、京浜同窓会発足から会報１号が

出た昭和 49 年までの 50年間の歩みは、東京支部として何時、何方が発足したのか、総

会や会報の様子など資料も見当たらないので、残念ながら詳細は分かりかねる。察する

に、発足当初から集まられた中には、三共や第一製薬関係の先輩方が多く見え、お世話

されたと思われる。 

 平成 10 年までは、救心製薬堀会長のお世話で救心製薬に勤めた先輩は数多く、森田

も平成元年 10 月から 10年間勤めた。堀会長のご指導で活動し、事務局も社内に置いて

夫々分担し、物心両面から全面的にお世話になった。関東支部旗やバッジも贈呈され、

同窓会本部の百周年記念館「柏葉会館」にも、生薬標本など寄贈され展示されている。 

 

 会報１号からの記録を、順を追ってお世話された会長・幹事長・会報編集を見てみる

と、歴代の会長は、中村千春氏（昭 3、和光堂）が最初務められていたが、２年目に辞

退され、堀泰助氏（昭 16、救心製薬）が昭 50年から平成 3 年まで 17 年間務められた。

平成３年 11 月に長崎大学薬学部百周年記念事業も盛大に行われ、後援会副会長として

の重責も果たされた。 

 幹事長は江本龍雄氏（昭 14）、富安一夫氏（昭 34）が各 3 年間務めたあと、松尾誠二

氏（昭 26、救心製薬）が 13 年間の長きに亘って務められた。 

 江本幹事長は、厚生省に入られ、後に三共・公定書協会に勤められたが、40 年に亘

って日本薬局方の編纂に貢献された。生き字引と言われ、勉強家で随筆家としても知ら

れ、薬学部の前身である長崎医学校時代のポンペ、ゲールツの紹介、東京史跡めぐりな



ど会報の紙面を賑わして頂いていた。 

 松尾幹事長は、女性会員の参加が少ないことから、昭和 58 年に女子部会（関東ユー

カリ会）を立上げ、初代部会長 山内雅枝氏（昭 25）、次いで渡辺三二四氏（昭 35）が

まとめ役として、救心製薬箱根倶楽部などで合宿・会合を行った。また、各卒業年次別

に代表者を選出して、支部総会への全員参加を呼び掛けて支部の活性化に努められた。

昭和 20 年に、原爆で母校が焼け出された後、佐賀市に疎開して授業開始。長崎復帰を

目指して、諌早市小野島村の仮校舎で昭和 22～26 年に学び、苦楽を共にした先輩仲間

で、昭和 23 年卒を中心に「東京小野島会」を、昭和 58 年 10 月 24 日に発足し、22 名

が参加した。松尾先輩は、 

防衛庁の薬剤官として勤めていらした昭和 54 年から幹事長として尽力され、総会会場

として、昭和 49 年はアサヒビール大森工場会議室を、次いで、ホテルニューオータニ

を利用していたが、昭和 54 年からは防衛庁の「グランドヒル市ケ谷」をお世話頂き、

25 年間も毎年利用させて頂いた。 

 会報の編集は、1～28 号を、救心製薬の石崎擁氏（昭 16）が 3 年間、一力毅氏（昭

16）が７年間、乃万正氏（昭 19）が 4 年間、簗瀬鴻明氏（昭 30）が 10 年間、森田和之

（昭 30）が 3 年間を引き継いで担当した。最後の 3 年間は、同窓生一人になってしま

い、幹事長、編集、会計を全て集中して兼任し、忙しくても充実した日々を送った。 

 会報の題字は、第 21 号までは中村千春氏筆による「東京支部会報」であったが、第

22 号以降は、堀泰助氏筆による「関東支部会報」に改名した。 

 平成 10 年に、吉岡優子さん（昭 56）にお会いした時、森田と中学同期の友人のお嬢

さんだと知って、新世代への交代を痛感した。翌 11 年に救心製薬を退職し、彼女に編

集長を引き受けて頂いた。会報の編集の大役は、平成 13 年から村山信浩氏（昭 61）が

引き継ぎ現在に至っている。 

 

 平成４年には、会員は 470 名に増え、薬専卒 13％、学部・大学院卒 87％、女性が 49％

になり、支部の名称も『関東支部』に拡大改名した。堀会長、江本副会長、松尾幹事長

が勇退され、代わって会長を吉井淳氏（昭 23）が５年間、幹事長を森田和之（昭 30）

が７年間務めた。 

 平成 11 年６月に新竹定男氏（昭 17）と森田が救心製薬を退職し、社内に長薬同窓生

は皆無になり、長薬同窓会のお世話も長年続いた救心製薬から離れた。 

 東京支部、関東支部の発展に貢献された江本副会長は平成 8 年大晦日に、松尾幹事長

は平成 9年 9 月に、堀名誉会長は、平成 18 年 10 月に故人となられた。 

 

平成 11 年からは、黒岩幸雄（昭 30）会長（平成９年より）、富安一夫幹事長、吉岡

優子編集長の体制で出発したが、その後、会長は、富安一夫氏→谷覚氏（昭 42）に引

き継ぎ、幹事長は、末澤克己氏（昭 47）→樋口宗司氏（昭 42）に引き継ぎ、編集長は、



原正朝（昭和 60）、村山信浩（昭 61）両氏に引き継いでいる。 

 世代交代して若い会員も増え、ニーズも多様化し、活動も変化してきた。年に一度の

支部総会に多くの同窓生が参加して頂くことを願って、総会の前に『卒後セミナー』を

開催することを試み、シンポジウム形式で、薬学教育や医療現場で活躍されている同窓

生に講演をお願いすることにした。第１回卒後セミナーは、平成 15年 6月 14 日、テー

マを『変貌する医療と薬剤師の役割』と決めて開催した。基調講演と 3 講師によるシン

ポジウムが行われたが大変有意義であったと好評で、以後毎年、新しいテーマを決めて

行い、支部総会の前に 6回開催してきた。 

 平成 21 年度は本部定期総会も関東で開催され、長大経済学部ご出身の、ＮＨＫ会長 

福地茂雄氏に総会の前に、『変える勇気と変えない勇気』とい演題で特別講演をして頂

いた。 

 日赤医療センターにお勤めの多田和子氏（昭 48）は、緩和ケアの代替医療等の勉強

会として『ハーブとアロマテラピーの会』を提案され、平成 17～19 年にかけて 3 回開

催された。 

 関東支部にも若い世代の方々が増えてきたが、新たな親交の場となるような『関東若

手の会』を開催したいとの意気が上がって、とある居酒屋などに集まって元気に歓談、

談笑をしているそうである。製薬会社、病院、薬局、大学など、皆さんの活躍の場は多

岐に渡っており、医薬関連の情報交換、職場の話題、果ては人生相談など、ざっくばら

んに話し合う好い機会だと思っている。最後は全員による校歌斉唱で会を締めているそ

うで、素晴らしい会である。（参加資格は、一応 40 代以下だそうだが‥‥） 

 平成 20 年 10 月 9 日 129 日間地球一周航海の洋上で、下村脩先生のノーベル化学賞

受賞のニュースを耳にした。ソマリアの海賊が出てくるからと注意を受け、ただ海を見

つめて紅海を航海中だった。広い地球、丸い地球、美しい地球を回って様々な歴史を見

てきた。 

 冒頭で紹介した大正 14 年の京浜同窓会発足から 85 年を経て、母校も様々な歴史を経

て来た。故高取先生が感動された『長い伝統に生きる母校の名誉の為に若い心を躍らせ

る』会にしたいものである。関東支部会報の伝統も、守りたいものの一つである。必ず

復活する日を期待している。 


